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●１１月４日に開催した「緑の育成と樹木保護保存セミナー」の様子です。
　詳しくは、7ページをご覧ください。
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緑の育成と樹木保護保存セミナーを
開催しました。

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業

▲庭木の管理の講義 ▲低木の刈込（イヌツゲ）

▲曲幹散らし玉仕立て（イヌツゲ） ▲不定形の剪定説明（モミジ）
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森林・林業関係イベントカレンダー（12月～1月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

●森と木のエンジニア科（一般入試２）1月12日（土）
●森と木のクリエーター科（入試３）1月13日（日）
●入学願書（学生募集要項）については、ホームページ
（https://www.forest.ac.jp/）からダウンロードできます。

①１月12日（土）
　「ハリヨ博士から学ぶ絶滅危惧種『ハリヨ』の秘密とアク

ア・トトぎふバックヤード見学ツアー」
　●定　員：30名
　●参加費：大人3,400円、小人2,600円
②１月13日（日）　
　「冬のひるがの高原で動物の足跡を探そう！
　　かまくら作りとかんじき体験で雪国の自然を大満喫！」
　●定　員：30名
　●参加費：大人、小人4,900円（同額）
③１月26日（土）～27日（日）
　「雪の森を体感しよう！冬の世界遺産里山イグルー作りと

スノーシュー体験」
　●定　員：20名
　●参加費：大人 19,800円（夕食：フレンチハーフコース）
　　　　　  大人 21,900円（夕食：フレンチフルコース）
　　　　　  小人 14,800円（夕食：フレンチハーフコース）

●みどりの少年団の日頃の活動について団員が発表します。
航空宇宙博物館の見学もあります。

●時間：１０：００～１５：３０（予定）
●発表者の申し込みを受け付けています。
●参加料：発表者及び引率者は無料。保護者等は航空宇宙博

物館の入館料が必要です。

①1月12日㈯
②１月13日㈰
③１月26日㈯～
　１月27日㈰

12月6日㈭～
12月21日㈮

1月19日㈯

平成31年度
森林文化アカデミー
入学試験（第3回）
願書受付期間

みどりの少年団
活動発表大会

清流の国ぎふ
森・里・川・海×
つながLINK
親子体験ツアー
（冬コース）

表紙●１１月４日に開催した「緑の育成と樹木保護保存セ
ミナー」の様子です。

森林文化アカデミー
（美濃市曽代 88）

①各務原市・アクア・トトぎふ、
　自然発見館　他
②郡上市高鷲町ひるがの
③白川村・トヨタ白川郷自然學校
※発着地はコースによって異なります。

株式会社日本旅行
TEL 0570-666-501
WEB 「清流の国　日本旅行」で検索

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL https://www.forest.ac.jp/

岐阜かかみがはら航空宇宙博物館

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577 
FAX 058-273-7547
E-mail gifu-ryokusui@mtj.biglobe.ne.jp
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（苗木生産について）
低コスト再造林の取り組み

コンテナ苗の生産状況

　岐阜県森林づくり基本計画（H29～ H33）において、木材生産林では持続可能な林業経営を行う森林を目指し、人工林
の齢級構成の平準化を図るため、再造林を推進しています。
　再造林を推進するにあたって、苗木の安定供給は必要不可欠であり、また再造林コストが森林所有者の大きな負担であ
るという課題があります。そこで、県では苗木生産の労務軽減が図られ、植栽経費などの低コスト化が期待できるコンテ
ナ苗の利用促進を進めています。
　今回は、県内のコンテナ苗の生産状況と生長や材質などに優れた特定母樹や花粉症対策として期待される少花粉品種の
種子の確保に関する取り組みについて報告します。

　コンテナ苗とは、育成孔の内側に設けたリブ（縦筋状の突起）などにより、水平方向の根巻きを防止するとともに、容器
の底面を開けることで垂直方向に空気根切りができる容器によって育成した、根鉢付きの苗です。
　コンテナ苗の生産を開始した苗木生産者からは、以前までの裸苗の生産と比較して、散水の簡易化や棚の上での生育と
なるために屈んだ作業が減少し、労働負荷が軽減されたとの声が聞かれます。
　また根鉢付きのまま植栽することで、強い乾燥期や積雪期などを除いて通年での植
栽が可能であり、優れた活着率が確認されています。また、植栽器具を使用することで、
植付時間の短縮など作業行程の効率化が図られ、植栽経費などの低コスト化が期待で
きます。
　県では、新たな育苗技術であるコンテナ苗の生産拡大を図るため、平成26年度から
残苗等への補償、平成27年度から生産施設導入に対する補助事業を実施してきました。
県内のコンテナ苗の生産は、平成26年度の1事業者4,000本の生産からはじまり、平
成29年度には11事業者（うち法人3社）で約43万本が生産されています。その内訳は、
スギ苗木が約21万本、うち少花粉スギ苗木が約8万本、ヒノキ苗木が約21万本、そ
の他が1万本です。
　補助事業の活用等もあり、県内のコンテナ苗生産量は増加傾向にありますが、民有
林でのコンテナ苗の植栽本数は、全植栽本数に対して１割程度と低調であることから、
今後はコンテナ苗の利用の向上に向けて、植栽を実施する林業事業体などへの普及を
図っていきたいと考えています。

優れた品種の種子確保の取り組み
　「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法（平成20年法律第32号）」に基づき定めた本県の「特定間伐等及び特定
母樹の増殖の実施の促進に関する基本方針（平成27年3月24日付け森第1152号の岐阜県知事通達）」において、再造林の
際、従来の種苗よりも成長に優れたものを広く利用していくことが極めて重要とし、成長の特に優れたものとして農林水
産大臣が指定するもの（特定母樹）の増殖の実施を促進することとしています。
　県内においては、住友林業㈱が下呂市乗政において計300本のスギ特定母樹の採種園の整備を行っています。平成34
年度から一部採種開始の予定で、採種さ
れた種子は、岐阜県下呂林木育種事業地
内に整備された住友林業㈱の岐阜樹木育
苗センターで苗木に育成されます。現在
の事業計画では、平成35年度から年間
100万本の苗木が生産され、県内の造林
地に優先的に出荷される予定です。

少花粉スギの採種園の整備
　県は社会的な問題となっている花粉症の対策として、花粉の飛散量が極めて少ない少花
粉スギ苗木の生産に必要となる種子の確保を進めています。その取り組みとして、県が管
理する白鳥林木育種事業地では平成21年度に少花粉スギ採種園約0.2haを整備し、平成29
年度には9.5kgの少花粉スギ種子を生産し、8.0kgを県内苗木生産者へ配布しました。また
平成28年度から白鳥林木育種事業地と、下呂林木育種事業地でそれぞれ約0.2haの少花粉
スギ採種園の造成を行っています。これにより平成39年度には苗木34万本に相当する種子
を生産できる見込みです。

　再造林面積の増加に対応するため、多様な優良苗木の安定供給が必要となっており、県では優良品種の種子の生産拡大
に努めてまいります。

コンテナ苗生育状況（富加町地内）

H28　少花粉スギ採種園設定地
（白鳥林木育種事業地）

住友林業㈱（下呂市乗政地内）
特定母樹採種園整備状況

森林総合研究所 林木育種センターから購入した苗木。
育成後ハウス内にて閉鎖型採種園とする。（同左）
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　地産地消型の木質バイオマスエネルギー活用による環境にやさしいまちづくりへの支援のため、木質バイオマス利用施設（年
間２施設）の整備を進めています。
　昨年度は、高山市内において、温泉施設への熱供給施設の整備や、木質燃料を安定的に供給できるよう、燃料の製造や運搬に
必要なチッパー機や搬送用トラック、専用コンテナ等の整備に支援をしました。
　また、未利用材の利用拡大を推進するために、郡上市内において県内の木材生産業者（40名）を対象に研修会を開催しました。
　さらに、今年度からは、県内の森林（民有林）に放置されている未利用端材を燃料利用する場合に限り、森林内から燃料加工
施設への積込運搬に係る経費（1,000円／t）を支援し、未利用材の搬出を促進します。

木質バイオマス利用に向けた支援

【県産材流通課　野田 正樹】　●詳しい内容を知りたい方は TEL ０５８ｰ２７２ｰ８４８３ 県産材流通課まで

未利用端材等搬出状況（中津川市）温泉施設ボイラー（高山市）

100年先の
森林づくり
シリーズ  5

第３期岐阜県森林づくり基本計画（H29～H33）では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

地産地消型木質バイオマスエネルギー活用プロジェクト

地産地消型木質バイオマス
エネルギー活用プロジェクト

地産地消型木質バイオマスエネルギーの活
用を進めるため、燃料の安定供給体制を構
築するとともに、地域分散型の木質バイオ
マス利用施設を整備し、地域内で資源の循
環利用ができる体制を整備するプロジェク
トです。
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なぜ伐採旗の設置が必要なのか？
県内では平成２９年度に６件（皆伐に係るもの）の無届伐採などの違法伐採が発生しています。
また、県では「第３期岐阜県森林づくり基本計画」に基づき、将来にわたり森林資源を循環利用していくために、
「木材生産林」の伐採と再造林を推進しています。一方で、森林の適正な管理という観点ではルールをしっか
り守っていただく必要があります。
そこで、伐採旗の設置により合法伐採箇所の判別を容易にすることで、違法伐採の防止を図るとともに環境
に配慮した皆伐を進めるための伐採旗設置制度を創設します。

伐採旗を設置する伐採とは？
下記の伐採を行う現場に伐採者が伐採旗を設置します。

伐採届出旗
伐採旗のデザイン

伐採許可旗

【林政課　松下 康弘】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058ｰ272ｰ8471 林政課森林計画係まで

伐採旗設置制度を創設します。
ばっ　　さい　　ばた

伐採旗の交付を受けるには？
普通林：森林法第１０条の８第１項の届出に係る伐採
●伐採者は「伐採及び伐採後の造林の届出書」を市町村に提出し、伐採届出旗の交付を受けてください。
普通林：森林法第１５条の届出に係る伐採（森林経営計画に定める伐採）
●伐採者は伐採開始前に「伐採届出旗交付申請書」を市町村に提出し、伐採届出旗の交付を受けてください。
保安林：森林法第３４条第１項の許可に係る伐採
●伐採者は「保安林内立木伐採許可申請書」を県（農林事務所）に提出し、伐採許可旗の交付を受けてください。

伐採旗はどこに設置するのか？
伐採者は伐採現場の周囲からよく見える場所に、樹の幹や枝、支柱などを使って設置し、紛失等しないよう
にしっかりと固定してください。

設置した伐採旗は伐採後どうするのか？
普通林：人工造林又は天然更新終了後に「伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告書」又は「森林経営計画

に係る伐採等の届出書」とあわせて伐採届出旗を市町村に返却してください。
保安林：伐採終了後に「保安林内立木伐採届出書」とあわせて伐採許可旗を県（農林事務所）に返却してください。

5

4

3

2

1

普 通 林
保 安 林

１ha以上の皆伐
すべての皆伐

伐採届出旗
伐採許可旗

市町村
県

種　　類 旗の設置対象 設置する旗 旗の交付者

平成３１年４月１日以降に皆伐（普通林は１ha以上）を行う場合は、伐採現場に伐採旗を設置します。
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　地産地消型の木質バイオマスエネルギー活用による環境にやさしいまちづくりへの支援のため、木質バイオマス利用施設（年
間２施設）の整備を進めています。
　昨年度は、高山市内において、温泉施設への熱供給施設の整備や、木質燃料を安定的に供給できるよう、燃料の製造や運搬に
必要なチッパー機や搬送用トラック、専用コンテナ等の整備に支援をしました。
　また、未利用材の利用拡大を推進するために、郡上市内において県内の木材生産業者（40名）を対象に研修会を開催しました。
　さらに、今年度からは、県内の森林（民有林）に放置されている未利用端材を燃料利用する場合に限り、森林内から燃料加工
施設への積込運搬に係る経費（1,000円／t）を支援し、未利用材の搬出を促進します。

木質バイオマス利用に向けた支援

【県産材流通課　野田 正樹】　●詳しい内容を知りたい方は TEL ０５８ｰ２７２ｰ８４８３ 県産材流通課まで

未利用端材等搬出状況（中津川市）温泉施設ボイラー（高山市）

100年先の
森林づくり
シリーズ  5

第３期岐阜県森林づくり基本計画（H29～H33）では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

地産地消型木質バイオマスエネルギー活用プロジェクト

地産地消型木質バイオマス
エネルギー活用プロジェクト

地産地消型木質バイオマスエネルギーの活
用を進めるため、燃料の安定供給体制を構
築するとともに、地域分散型の木質バイオ
マス利用施設を整備し、地域内で資源の循
環利用ができる体制を整備するプロジェク
トです。

木
材
の
利
用
推
進
に
つ
い
て

知
事
へ
要
望

　岐
阜
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
（
以
下

「
協
議
会
」
）
は
、
「
十
月
八
日
は
木
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
県
に
対
し
、
木
材
利

用
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
三
十
年
十
月
十
七
日
（
水
）
、
協

議
会
の
構
成
員
二
十
三
名
が
県
庁
を
訪
問

し
、
岐
阜
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
の
会

長
を
務
め
る
協
議
会
の
丸
山
輝
城
会
長

が
、
古
田
知
事
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。　こ

の
中
で
、
県
庁
舎
再
整
備
へ
の
更
な

る
木
材
利
用
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
更
な
る
木
材
利
用
、

公
共
・
民
間
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用

の
推
進
、
木
育
の
推
進
な
ど
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

 

さ
ら
に
、
森
林
施
業
地
の
確
保
や
林
業

従
事
者
の
確
保
と
育
成
、
森
林
環
境
譲
与

税
（
仮
称
）
の
使
途
に
つ
い
て
の
発
言
要

望
も
あ
り
ま
し
た
。

　知
事
は
、
県
庁
舎
再
整
備
や
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
県
産

材
利
用
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

や
「
（
仮
称
）
木
の
ふ
れ
あ
い
館
」
を
拠

点
と
し
た
木
育
の
推
進
に
つ
い
て
述
べ
、

ま
た
今
年
四
月
に
開
所
し
た
「
森
の
ジ
ョ

ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」
の
積
極
的
な
活

用
を
求
め
ま
し
た
。

【
県
産
材
流
通
課

　遠
藤 

美
幸
】
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

 シュロ

160

「第26回 緑の育成と樹木保護保存セミナー」を開催しました

平成30年度 森の名手・名人認定証伝達式が行われました
　今年度の「森の名手・名人」に認定された伊藤　勉さんへ、尾藤 義昭 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会会長（岐阜県議
会議長）から 高井 哲郎 林政部長の立会のもと、認定証をお渡ししました。伊藤　勉さんのプロフィールは次のとおりです。

　１１月４日、池田町八幡公民館において、「第２６回緑の育成と樹木保護保存セミナー２０１８」を岐阜県緑の博士（グリー
ンドクター）協議会と共催で、「身近な緑を大切に　～プロから学ぶ樹木管理～」をテーマに次のとおり開催しました。

　身近な緑である庭木の管理については、木の正面をよく見て形よく仕上げることを頭に描きますが、剪定する枝の選び
方、或いは将来を見越して残す枝の選び方、残した枝の成長予測など、樹種ごとの特性を頭に入れて、あらゆる方向から木
を見て剪定することが大事です。また、鋏を入れる箇所についても、芽の付き方や花芽の有無などによって違いがあるな
ど、短い時間でしたが、庭師の皆様から指導やアドバイスをいただき、多くのことを学びました。
　このセミナーは、来年度も開催しますので、皆様のご参加をお待ちしています。

森の名手・名人に認定された方

　昭和３７年から山林種苗の生産を始められ、昭和５２年から各務原山林種苗組合の組合長を務められています。酸性度の高
い黒色土壌（黒ボク土）を改良しながら圃場を整備し、根切りや床替え等、適切な管理を行い、５５年以上にわたって山行苗の
生産を続けられ、コンテナ苗の生産にも取り組まれています。現在では、息子さんやお孫さんと共に、三世代で苗木生産に励ま
れています。

　森や山に関わる樵（きこり）、マタギ、炭焼きなどの生業において優れた技を極め、他の模範と
なっている達人について、「森づくり」「森の恵み」「加工」「森の伝承・文化」の４部門を設けて、公
益社団法人国土緑化推進機構が「森の名手・名人」に認定しています。
　なお、平成１４年度から始まった「森の名手・名人」の認定は、今年度でひとまず終了し、来年度
からは形を変えて実施される予定です。

「森の名手・名人」とは

平成30年度現在の認定状況 全国の認定者数………………………
岐阜県の認定者数………………

１，404名（本年度76名）
５1名（本年度  1名）全国３位

（苗木生産）森づくり部門各務原市伊藤 勉さん（８５才）

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑 隆司】

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑 隆司】

■認定証伝達式

写真　左から尾藤会長、伊藤さん、高井林政部長

１　樹木（植木庭木）の生態
２　庭木の管理について

講師：坂井 幸康（ＧＤ２Ａ級）
講師：竹中 辰夫（ＧＤＡ級）

剪定教室（実際に剪定を行ってみる。） 講師：庭師の皆さん

樹木の生態の講義 刈込の説明（イヌツゲ） 生垣の刈込剪定（キンメツゲ）

剪定作業（イヌマキ）

すかし剪定作業（モミジ） 花芽などのポイント説明（ツバキ）

座 学

実 技

　

年
越
し
に
聞
く
除
夜
の
鐘
。
梵
鐘
を

つ
く
撞
木
（
し
ゅ
も
く
）
は
マ
ツ
材
が
最

高
級
と
さ
れ
ま
す
が
、
最
近
は
多
く
の

寺
院
で
シ
ュ
ロ
（
棕
櫚
）
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
撞
木
に
は
マ
ツ
の
心
材
（
赤

芯
）
が
最
適
と
さ
れ
、
丸
太
を
縦
に
四

つ
割
り
し
た
芯
去
り
材
を
丸
く
削
り
直

し
て
用
い
ま
す
。
奈
良
市
の
業
者
さ
ん

に
よ
る
と
、
丸
太
の
ま
ま
で
は
打
鐘
で

丸
太
が
割
れ
る
た
め
四
つ
割
り
す
る
そ

う
で
す
が
、
最
近
は
国
産
の
太
い
マ
ツ

が
手
に
入
ら
な
い
た
め
外
国
産
の
マ
ツ

材
や
ヒ
ノ
キ
材
を
使
う
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　

シ
ュ
ロ
は
中
国
南
部
原
産
の
雌
雄
異

株
植
物
で
、
日
本
で
生
育
す
る
ヤ
シ
科

植
物
の
中
で
も
最
も
耐
寒
性
が
強
い
た

め
東
北
地
方
で
も
育
ち
ま
す
。

　

シ
ュ
ロ
は
古
来
、
神
の
依
代
と
な
る

聖
樹
と
し
て
、
神
紋
と
し
て
尊
ば
れ
、

葉
に
は
魔
除
け
な
ど
の
霊
力
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
た
め
、
神
社
や
寺
院
に
植

え
た
り
、家
紋
（
立
ち
棕
櫚
、抱
き
棕
櫚
）

や
旗
印
に
取
り
入
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
見
ら
れ
る
シ
ュ
ロ
は
２
種
あ

り
、
掌
状
に
切
れ
込
ん
だ
大
き
な
葉

の
先
が
折
れ
て
垂
れ
下
が
る
ワ
ジ
ュ
ロ

（
和
棕
櫚
：Trachycarpus fortunei

）

と 

、
や
や
小
さ
め
の
葉
が
先
ま
で

真
っ
直
ぐ
な
ト
ウ
ジ
ュ
ロ
（
唐
棕
櫚
：

Trachycarpus wagnerianus

）
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
属
名
のTrachycarpus

は

ギ
リ
シ
ャ
語
の「trachys

（
ざ
ら
つ
い
た
）

＋ carpos

（
果
実
）」
の
意
味
で
、
10
月

頃
に
藍
黒
色
に
熟
す
球
形
の
液
果
か
ら

来
て
い
ま
す
。
葉
柄
の
基
部
は
幹
に
接

す
る
部
分
で
大
き
く
三
角
形
に
広
が
り
、

こ
こ
か
ら
下
30
～
50
㎝
に
褐
色
の
繊
維

質
な
「
棕
櫚
皮
（
葉
鞘
繊
維
）」
が
幹
を

包
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

シ
ュ
ロ
は
多
方
面
で
利
用
価
値
が
あ

り
、
若
葉
を
帽
子
や
敷
物
、
雪
駄
な
ど

編
み
物
に
、
若
い
花
序
は
食
用
と
し
ま

し
た
。
他
に
も
、
葉
や
果
実
、
花
を
高

血
圧
や
脳
出
血
の
予
防
、
治
療
用
に
用

い
、
皮
と
根
の
乾
燥
品
は
止
血
剤
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
多
く

利
用
さ
れ
た
の
は
皮
と
幹
（
茎
）
で
、

皮
を
煮
沸
し
て
亜
硫
酸
ガ
ス
で
燻
蒸
後
、

乾
燥
さ
せ
た「
晒
葉
」は
耐
水
性
が
あ
り
、

腐
り
に
く
く
伸
縮
性
に
富
む
特
性
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
縄
や
敷
物
、
雨

合
羽
、
ホ
ウ
キ
、
た
わ
し
、
刷
毛
、
下

駄
の
鼻
緒
な
ど
に
利
用
し
ま
し
た
。
ま

た
、幹
は
鉢
や
盆
、撞
木
に
用
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
撞
木
に
シ
ュ
ロ
が
多
用
さ
れ
る

の
は
、
他
の
木
材
に
比
べ
て
繊
維
質
で

柔
ら
か
く
、
梵
鐘
を
傷
め
な
い
た
め
で
、

音
が
柔
ら
か
い
た
め
遠
音
が
利
か
な
い

と
さ
れ
ま
す
。
音
色
だ
け
で
言
う
な
ら

ば
、
年
月
を
重
ね
て
よ
く
乾
燥
し
た
重

い
木
が
良
い
の
で
す
が
、
カ
シ
や
ケ
ヤ
キ

で
は
硬
す
ぎ
て
梵
鐘
を
傷
め
ま
す
。

　

大
晦
日
の
「
除
夜
」
は
「
古
い
年
を

押
し
の
け
て
、
新
年
を
迎
え
る
夜
」、「
一

年
の
迷
い
を
除
く
夜
」
を
意
味
し
、
除

夜
に
百
八
の
煩
悩
の
数
だ
け
鐘
を
撞
い

て
一
年
を
振
り
返
っ
て
反
省
し
、
清
ら
か

な
気
持
ち
で
新
し
い
年
を
迎
え
る
の
で

す
。
こ
の
風
習
は
中
国
の
宋
時
代
に
始

ま
り
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
鎌
倉
時
代
に

は
朝
夕
二
回
百
八
の
鐘
を
撞
い
て
い
た

も
の
が
、
室
町
時
代
に
は
大
晦
日
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

▲寺院に植えられているトウジュロ
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「第26回 緑の育成と樹木保護保存セミナー」を開催しました
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　今年度の「森の名手・名人」に認定された伊藤　勉さんへ、尾藤 義昭 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会会長（岐阜県議
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ンドクター）協議会と共催で、「身近な緑を大切に　～プロから学ぶ樹木管理～」をテーマに次のとおり開催しました。
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方、或いは将来を見越して残す枝の選び方、残した枝の成長予測など、樹種ごとの特性を頭に入れて、あらゆる方向から木
を見て剪定することが大事です。また、鋏を入れる箇所についても、芽の付き方や花芽の有無などによって違いがあるな
ど、短い時間でしたが、庭師の皆様から指導やアドバイスをいただき、多くのことを学びました。
　このセミナーは、来年度も開催しますので、皆様のご参加をお待ちしています。

森の名手・名人に認定された方

　昭和３７年から山林種苗の生産を始められ、昭和５２年から各務原山林種苗組合の組合長を務められています。酸性度の高
い黒色土壌（黒ボク土）を改良しながら圃場を整備し、根切りや床替え等、適切な管理を行い、５５年以上にわたって山行苗の
生産を続けられ、コンテナ苗の生産にも取り組まれています。現在では、息子さんやお孫さんと共に、三世代で苗木生産に励ま
れています。

　森や山に関わる樵（きこり）、マタギ、炭焼きなどの生業において優れた技を極め、他の模範と
なっている達人について、「森づくり」「森の恵み」「加工」「森の伝承・文化」の４部門を設けて、公
益社団法人国土緑化推進機構が「森の名手・名人」に認定しています。
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岐阜県の認定者数………………

１，404名（本年度76名）
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樹木の生態の講義 刈込の説明（イヌツゲ） 生垣の刈込剪定（キンメツゲ）

剪定作業（イヌマキ）

すかし剪定作業（モミジ） 花芽などのポイント説明（ツバキ）

座 学

実 技
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大野町 子育てはうす　ぱすてる
揖斐郡大野町大字下磯３１３番地２

木造化木の香る
ぎふの施設

70

大野町 子育てはうす　ぱすてるについて
　大野町　子育てはうす　ぱすてるは、大野町の道の駅「パ
レットピアおおの」にある子育て支援施設であり、子育て中の
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を行う場所として開設しました。
　子育てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を
行い、地域の子育て支援機能の充実を図ることを目的として
います。

ここに注目！！
　平屋建てで、木のぬくもりと香りを感じられる空間となって
います。木のおもちゃをふんだんに取り入れており、子育て親
子に大いに遊んでもらえる場となっています。

利用者の様子
　「木のにおいがすごくして、子ども達もとても楽しそうに遊ん
でいる。」「木のおもちゃがたくさんあるので、いつまでも遊ん
でいられる。」と町内外問わず、多くの親子に親しまれ、楽しん
でいただいています。

施設概要

事業主体 揖斐郡大野町

事業年度 平成29年度

構造・
延床面積

木造１階建て
357.74㎡

施設用途 子育て支援施設

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　92.06㎥
主な使用樹種　スギ・ヒノキ

大建設計・大日コンサルタント設計共同企業体

83,538千円（建築）

6,069千円（県産材需要拡大施設等整備事業）

事 業 費

助 成 額

設 計 者

山本産業株式会社施工業者

平成２9年６月～平成30年3月工　　期

■お問い合わせ先
　揖斐郡大野町役場民生部「子育てはうす　ぱすてる」
　ＴＥＬ 0585－34－1010

③図書コーナー

写真：大野町

②構造・内装材は100％県産材を使用。
施設の中央の柱にΦ400のスギ丸太、

床にスギの無垢材を使用。

①施設全景

④木製遊具

自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ ついに終着駅、ギフチョウ － 【第329回】

　ある期間を一緒に過ごしたものが集まる列車（同窓会など）
には必ず終着駅がある。このことは知ってはいたが、私の乗っ
ている原山会という列車は、まだ数年は走り続けるだろうと思っ
ていた。ところが、ある日突然急停車。そのまま終着駅となっ
てしまった。それは原山会幹事から届いた一通の手紙。冒頭に、
原山会を解散しますと書いてあったからである。「とうとう来た
か。少し早かったな。」覚悟はしていたものの、現実に直面すると、
やはり寂しくなる。この列車は50年以上走り続けた。想像した
以上の長旅だった。乗客は、かつて高山市にあった岐阜県林業
試験場で、一緒に仕事をした仲間たち。私はこの列車に昭和37
年に乗った。もう56年前になる。当時の林業試験場は木造平屋
建て。これがアカマツの散在している構内に何棟もあった。春
になるとギフチョウが舞い、夏には暑さを和らげるセミの音、秋
には夜長を鳴きとおす鳴き虫たちの大合唱が耳を打つ。虫好き
人間の私には、夢のような職場であった。仕事の合間に昆虫を
採った。特に貴重種のギフチョウ。これを狙って採ったものだ。
ある日、構内でギフチョウを採っている者がいた。虫友の故N氏
だった。N氏は言った。「ギフチョウを採りながら仕事ができるの
か。うらやましいなー。」私もその通りだと思った。そのN氏は
この世にいない。この言葉だけが私の頭の中で眠り続けている。
しかし、時の経過とともに環境も変化。いつの間にかギフチョウ
はいなくなってしまった。

×　　×　　×　　×
　当時は皆若かった。活気があった。テニス、卓球、野球、スキー、
麻雀、囲碁などいろいろなことをやった。冬には昼休みに数人
で近くの原山スキー場へよく出かけた。そのうちにリフト係のお
じさんと仲良くなり、時々無料にしてもらった。今ではあり得な
いことだ。きつかったのは野球の練習。人が足りないので若手
は全員駆り出された。しかし戦力にならないものが数人いた。
私もその一人で、練習中にボールが田んぼに飛んでいくと、こ
れを拾いに行かされたものだ。しかし、球は泥の中。探すのに
苦労した。夜になると飲み会。これが楽しみだった。日本酒を
ヤカンに入れて、これを薪ストーブでわかして茶碗で飲んだ。
飲み助が多かったので、あっという間になくなってしまう。そし
て市内の繁華街へ行くのが、お決まりのコースであった。安い
居酒屋でトンチャンを食べて、軍歌を歌いながらのコップ酒。実
に楽しかった。しかし、この楽しい列車も車庫へ入ることになっ
た。昭和45年3月31日、林業試験場が無くなったからである。
この列車は車庫へ入っていった。

×　　×　　×　　×

　それから7年後、乗客だったNさんが退職された。当時、Nさ
んは「おばさん」と呼ばれ、職員の食事をつくっていた。料理
はほとんどが田舎料理。見た目は悪かったが、味は絶品。とに
かく美味しかった。言葉は飛騨弁丸出し。誰にでも話しかけ、
時には注意することもあった。「そんなことして駄目なんやさー」
「あれ、はんちくたい」よくこの言葉を耳にしたものだ。おばさ
んは気さくで人柄がよかった。皆から慕われた。このため、か
つての仲間で送別会を開いて、長年の労をねぎらってやろうと
いう声があがってきた。久しぶりに皆で酒を酌み交わした。お
ばさんは大喜びであった。この送別会で再び列車原山号が動き
出したのである。初めは数年に1度であったが、そのうちに毎
年実施されるようになった。毎回20数名が参加し大盛況であっ
た。飲んで歌って踊るなどした。それが10数年後、おばさんが
倒れた。意識不明のまま長期療養。結局、おばさんは8年間眠
り続けて天国へ旅立たれた。おばさんのお陰で復活した原山会。
この列車を止めようという声は上がらなかった。

×　　×　　×　　×
　その後も毎年原山会は開かれた。しかし、皆歳をとっていく。
体調を悪くして欠席する者が多くなってきた。悲しいことに数
名が天国へ旅立ってしまった。その一人であるK氏は、ある時「俺
は今回の原山会が最後だろう」と私にささやいた。「そんなこと
ないよ」と私。これがK氏と私が交わした最後の言葉となって
しまった。今でもその言葉が脳裏を去来する。参加者が少なく
なれば原山会を続けるのは難しい。誰もが思い始めた。そんな
時、ある人から「毎回出席者から1000円徴収して貯めておき、
最後に残ったものがそれを手にする」という名案？が出された。
これを目当てに出席してほしいと言うのである。皆は大賛成。
それを目指して出席した。それでも増えなかった。それと平均
年齢が80を越えてしまった。これ以上続けるのは無理。それで
幹事は解散することにしたという。半世紀にわたって走り続け
た原山号がついに終着駅に到着。心残りはあったが、楽しい旅
行だった。その思いにふけっていると、突然目の前にギフチョウ
の大群。それが優雅に舞い始
めた。その中におばさんがい
て、飛騨弁で話しかけてきた。
「なんや、もう帰ってきたんか。
だしかんなー。でも疲れたや
ろ。せいで帰ってあんきにせ
や。」こんな光景が目に浮かん
できた。 ▲舞いを終えて休止しているギフチョウ
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一
部
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
ア
ベ
マ
キ
が
生
活
に
活
用
さ
れ

る
と
、
里
山
が
価
値
あ
る
も
の
に
再
生
し
、
持
続

可
能
な
里
山
整
備
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
ア
ベ

マ
キ
を「
里
山
再
生
の
象
徴
」と
し
て
位
置
づ
け
、

計
画
的
な
整
備
、
里
山
空
間
の
活
用
、
里
山
資
源

の
活
用
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

美
濃
加
茂
市
に
は
、
総
面
積
の
39
・
6
％
に
あ

た
る
２
９
６
５
ha
の
森
林
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
人

工
林
が
７
７
０
ha
、
天
然
林
が
２
１
０
０
ha
と

な
っ
て
い
ま
す
。
美
濃
加
茂
市
は
林
業
が
盛
ん
な

場
所
で
は
な
く
、
か
つ
て
は
人
が
生
活
に
必
要
な

資
源
を
得
る
た
め
に
出
入
り
し
た
里
山
で
あ
り
、

そ
の
生
活
の
中
で
適
正
に
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
生
活
様
式
の
変
化
等
で
次
第
に

里
山
は
放
置
さ
れ
、
次
第
に
竹
林
が
広
が
る
荒
廃

し
た
里
山
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
荒
廃
し
た

里
山
は
野
生
動
物
の
住
処
と
な
り
、
農
作
物
被
害

の
増
加
に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
美
濃
加
茂
市
は「
里
山
千
年
構
想
」を

掲
げ
、
荒
廃
し
た
里
山
を
再
生
す
る
こ
と
で
野
生

動
物
が
住
み
づ
ら
い
里
山
を
め
ざ
し
、
岐
阜
県
森

林
・
環
境
基
金
を
活
用
し
た「
計
画
的
な
里
山
整

備
」、
整
備
後
の
森
林
空
間
を
居
場
所
と
す
る「
里

山
空
間
活
用
」、
里
山
の
樹
木
を
価
値
あ
る
も
の

に
す
る「
里
山
資
源
活
用
」、
そ
し
て
、
侵
入
竹
で

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
広
葉
樹
の
森
を
復
活
さ
せ

る
た
め
の「
森
づ
く
り
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、「
ア
ベ
マ
キ
」を
里
山
再
生
の
象
徴
と
し

て
展
開
し
て
い
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

里
山
空
間
活
用

●
森
の
よ
う
ち
え
ん
　

　

整
備
後
の
里
山
空
間
を
人
が
集
う
場
所
、
学
び

の
場
所
に
す
る
こ
と
で
、
毎
日
の
よ
う
に
通
え
る

里
山
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

森
の
中
で
こ
ど
も
達
の
自
主
性
を
尊
重
し
自
由

山
之
上
地
区
に
多
く
自
生
す
る
ア
ベ
マ
キ
を
地
元

の
山
之
上
小
学
校
の
学
校
机
の
天
板
と
し
て
活
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ベ
マ
キ
の
伐
採
現
場
や
製

造
過
程
を
こ
ど
も
達
に
体
験
・
見
学
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
林
業
と
い
う
職
業
、
木
工
製
品
の
製
造

過
程
を
知
る
こ
と
、
地
域
の
里
山
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
す
る
こ
と
で「
地
域
の
木
を
使
う
」と
い

う
こ
と
を
よ
り
現
実
的
に
里
山
資
源
活
用
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
、
市
内
・
県
内
だ
け
で

な
く
国
内
に
多
く
あ
る
樹
木
を
使
っ
て
い
く
必
要

性
な
ど
を
学
ぶ
環
境
教
育
と
し
て
位
置
づ
け
る
事

業
で
す
。
こ
う
い
っ
た
取
組
み
が「
ウ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
２
０
１
５
林
野
庁
長
官
賞
」「
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ

ン
２
０
１
８
審
査
委
員
長
特
別
賞
」を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
ど
も
達
に
４
年
生

か
ら
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
４
年
生
で「
ア

ベ
マ
キ
の
森
」の
働
き
を
知
り
、
ア
ベ
マ
キ
を
身

近
な
樹
木
と
し
て
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
は

▲アベマキはこども達の遊び場

▲山之上小学校の児童たち

▲アベマキ伐倒体験

▲アベマキ学校机

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 10



『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

7
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々
な取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【恵みの森づくり推進課　倉田 祥彦】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8472　恵みの森づくり推進課まで

清流の国ぎふ地域活動支援事業 ～住民主体の創意工夫ある森づくり・川づくり～

　平成２４年度から平成２９年度までの６年間で延べ２３８件の事業が実施されました。
　平成３０年度は、６０の団体がそれぞれ特色ある事業を実施しています。　　

団体等名 事業名 団体等名 事業名
ぎふし森守クラブ ふれあいの森・森林教育・森林整備活動 曽木まちづくり協会 曽良山登山道整備事業

三輪の里山を守る会 三輪の森づくり活動 小里川ダム里山教室 2018秋の小里川ダム湖周ウォーキング

竹林救援隊 竹林の間伐と放置竹林を無くするための啓発活動 明日の稲津を築くまちづくり推
進協議会 黒の田湿地の環境保全及び周遊木道整備事業

船来山古墳群ボランティア 船来山古墳群環境整備事業 土岐川・庄内川源流の森委員会
土岐川・庄内川源流の森の資源、恵みを発見し
生かす方策の提言、人づくりと上下流域の交流
を通じての森、川、里づくりの活動

本巣林研クラブ 外山地域森づくり 野井山造りの会 やろまい野井の山造り活動事業

四国山を守る会 四国山香りの森公園整備・植林・ふれあい体験
事業 吉田地域活性化委員会 すわがね自然体験事業

山県楽しいプロジェクト 「フィールドワークショップツアー」＆「体験型保
育イベント」ＩＮ山県 あけちまちづくりフォーラム 明智城跡竹林整備と遊歩道整備事業

ぎなんプレーパークの会 ぎなんで自然を体験しよう　2018～プレー
パーク～ 美濃の森造隊 学びと実践の森造り事業

長良川自然学校 長良川　川の学校事業 いいじ森の恵み活用塾 いいじ森の恵み活用塾～里山整備と木の活用

森・川・海ひだみの流域連携協
議会

森・川・海ひだみの流域活動と流域活動フォー
ラムの開催 奥矢作森林塾 峰地区における森づくりと担い手づくり活動事業

長良・自然とくらし楽校 身近な環境保全活動と森・川・海の流域体験から、
自然の恵みを活かし考える体験活動事業 里山を守る会武並 里山・みんなの森づくり事業

ピープルズコミュニティ ぎふ地球環境塾 イワクラ里山倶楽部 里山の環境保全、資源の循環利用事業

大垣市環境市民会議 ふるさと大垣環境教育事業 いのちもり 森や川に触れ、活動を通して未来を考える

加賀野名水保存会 みんなの加賀野名水 付知町優良材生産研究会 未来を担う中学生への森林環境教育

木曽三川子ども狂言クラブ やまかわさとみの体験作文と新作狂言 加子母小郷区 加子母大杉地蔵堂地区乳子の池活性事業

木の駅上石津実行委員会 間伐材の有効活用 加子母むらづくり協議会 かしも学びの森　木の匠育成事業

雲上の櫻愛好会 池田町の宝樹　雲上の櫻を未来に残そう、増や
そう 付知町まちづくり協議会 子どもたちのための清流付知川環境保全事業

日本山岳会岐阜支部 私たち県民の森林づくり 保養地の山をよくする会 美しく楽しい四美の森づくり

ぎふいび生活楽校 風の谷　森林の楽校 竹原東部森林造成組合活動組織 竹原東部里山整備事業

立木学園 木育推進事業 中切区里山環境整備活動組織 中切区里山整備事業

グリーンウッドワーク協会 伐って、使って、植える　広葉樹の森づくりと
グリーンウッドワーク事業 野上里山整備隊活動組織 野上里山みどりの回廊整備事業

郡上漁業協同組合 第９回源流の森育成事業 森守クラブ合同会社まつぼっくり 里山の資源を活用した里山づくり推進事業

郡上市保育研究協議会 郡上森づくりと人づくりを結ぶ木育研修事業 森林資源活用フォーラム 飛騨地域におけるアロマ資源の活用及び小規模
林業の試行

みのかもアルプホルンクラブ アルプホルンを吹こう 二本木生産森林組合 飛騨高山「彦谷の里」里山活用と広葉樹林育成事業

山之上まちづくり協議会 山之上まちづくり活性化プロジェクト ひだの未来の森づくりネット
ワーク

フリーマガジンと協働した森林に関わる情報発
信活動

三和まちづくり協議会 みわまちづくりプロジェクト 高山南の森保全の会 高山南エリア里山林整備事業

とみか創緑塾 里山活用管理システム構築パイロット事業

半布里の郷 富加の自然を守る里山整備活動

可茂森林組合 Ｈ３０可茂南部100年の森林づくりプロジェク
ト【エコ薪】でCO2削減せよ！

岐阜森林愛護隊 里山林保全活動

美濃白川どんぐり会 落葉樹林植林・育成、河川環境保全事業

川合まちづくりの会 子どもたちに引き継ぐ川づくり推進事業

若葉会 未来につなぐ森・川づくり推進事業

木曽川左岸遊歩道友の会 木曽川左岸遊歩道等周辺整備事業
可茂森林組合

（Ｈ３０可茂南部100年の森林づくりプロジェ
クト【エコ薪】でCO2 削減せよ！）

ピープルズコミュニティ
（ぎふ地球環境塾）

MORINOTAYORI11



活かす知恵

と を森林 人
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
横
井 

秀
一

複
雑
に
見
え
る
森
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　シ
ン
プ
ル
に
考
え
る

森
林
研
究
所
●
臼
田 

寿
生

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

山
地
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

　
　
　
　
　
　木
材
生
産
の
た
め
に

こ
り
や
す
い
か
否
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
視
点
を
整
理
す
る
と
図
１
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
保
全
対
象
へ
土
砂
が
到
達

す
る
恐
れ
が
あ
る
危
険
度
１
位
と
２
位
の
箇
所

で
は
、
崩
壊
が
発
生
す
る
と
、
人
命
に
か
か
わ

る
被
害
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
が

必
要
で
す
。
特
に
危
険
度
１
位
の
箇
所
は
、
土

砂
移
動
も
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
基
本
的
に
路

網
の
作
設
や
皆
伐
な
ど
の
集
団
的
な
伐
採
は
不

向
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
木

材
生
産
を
行
う
森
林
は
、
危
険
度
４
位
の
箇
所

を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

保
全
対
象
に
土
砂
が
到
達
す
る

恐
れ
が
あ
る
斜
面
の
抽
出

　
全
国
各
地
の
土
石
流
発
生
箇
所
を
調
査
し
た

資
料
※
３

に
よ
る
と
、
流
木
を
含
ん
だ
土
砂
は

下
流
２
㎞
程
度
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
基
本
的
に
は
、
崩

土
は
、
土
石
流
化
に
よ
り
、
下
流
２
㎞
程
度
ま

で
到
達
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
崩
土
が
保
全
対
象
へ
到
達
す
る
箇
所

を
斜
面
単
位
で
判
断
し
た
い
場
合
に
は
、
過
去

の
研
究
で
提
唱
さ
れ
た
崩
土
の
到
達
距
離
を
推

定
す
る
式
か
ら
リ
ス
ク
が
高
い
斜
面
を
抽
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
図
２
）。図
２
の
例
で
は
、

紫
色
に
塗
ら
れ
た
斜
面
で
崩
壊
が
発
生
す
る

と
、
保
全
対
象
で
あ
る
建
築
物
へ
土
砂
が
到
達

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

図
は
、
机
上
の
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
作
成
さ

れ
て
お
り
、
実
際
の
災
害
発
生
時
と
は
異
な
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
現
地
の
情
報
も
考
慮
し

対
象
へ
の
加
害
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
事
業
地
選
定
の
際
に
は
、
斜

面
崩
壊
が
発
生
し
た
場
合
に
人
家
な
ど
の
保
全

対
象
へ
土
砂
が
到
達
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
視
点
は
、「
山
地
の
崩
壊
リ
ス
ク
」

で
す
。
斜
面
崩
壊
は
、
水
が
集
ま
り
や
す
く
、

地
盤
が
風
化
し
た
傾
斜
地
で
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
図
や
現
地
の
情
報
を

手
掛
か
り
に
、
対
象
の
森
林
で
土
砂
移
動
が
起

は
じ
め
に

　
木
材
生
産
の
基
盤
と
な
る
路
網
を
作
設
す
る

際
に
は
、
地
形
の
改
変
を
伴
う
た
め
、
場
所
の

選
定
や
作
設
方
法
を
誤
る
と
、
斜
面
崩
壊
な
ど

の
山
地
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
皆
伐
な
ど
の
集
団
的
な
伐
採
に
つ

い
て
も
、
根
系
が
有
す
る
斜
面
の
崩
壊
防
止
機

能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
地
形
条
件
に

よ
っ
て
は
、
山
地
災
害
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
材
生
産
を
行
う
際
に

は
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
に
対
し
て
十
分
な
配
慮

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
所
で
は
、
国
の
研
究
機
関
や
大

学
等
と
連
携
し
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し

た
木
材
生
産
を
支
援
す
る
た
め
の
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

木
材
生
産
に
お
け
る

災
害
リ
ス
ク
の
考
え
方

　
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
木
材
生
産
を
行
う

た
め
に
は
、
次
の
２
つ
の
視
点
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
保
全
対
象
と
の
位
置
関
係
」
で

す
。
木
材
生
産
活
動
に
伴
い
、
万
が
一
、
斜
面

崩
壊
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
人
家
等
の
保
全

な
が
ら
木
材
生
産
を
行
う
場
所
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
木
材
生
産
に
適
し
た
森
林
を
選
定
す
る
際
に

は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
山
地

災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
木
材
生
産

活
動
に
伴
う
山
地
災
害
の
ほ
と
ん
ど
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
当
所
で
は
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

木
材
生
産
に
関
す
る
技
術
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
３
「
平
成
26
年
度
流
域
山
地
災
害
等
対
策
調
査
（
流
木
災
害
対

策
手
法
検
討
調
査
）
委
託
事
業
報
告
書
」（
林
野
庁
）

図２. 保全対象配慮範囲図の例

図１. 災害リスクの概念図

※１：縦軸の交点は傾斜30度以上の危険地形が崩れやすいことを考慮し、現地の状況等から判断
※２：横軸の交点は土石流が下流約２kmまで到達することを考慮し、現地の状況等から判断

崩土が保全対象に到達する範囲
※森脇（1987）の式による

（平均式と下限式の併用）

建築物

●
作
業
の
質
を
高
め
る
＋
α
の
知
見

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
四
つ
の
原
則
だ
け
で
は
質

の
高
い
作
業
は
行
え
ま
せ
ん
。
作
業
の
質
を
高

め
る
に
は
、
よ
り
多
く
の
科
学
的
知
見
が
必
要

で
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
多
く
の
科
学
的
知
見
を

持
っ
て
い
る
と
、
作
業
の
質
を
高
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
知
見
と
は
、
種
子
の
散
布
様
式
、
発
芽

様
式
、
初
期
成
長
速
度
、
耐
陰
性
、
シ
ュ
ー
ト

の
伸
長
様
式
、
樹
形
、
好
適
立
地
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
種
ご
と
に
異
な
る
特
性
で
す
が
、

似
た
仲
間
の
グ
ル
ー
プ
で
捉
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
科
学
的
知
見
は
、
実
際
の
樹
木
や

森
林
を
観
察
す
る
こ
と
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
方
で
、
本
を
読
ん
だ
り
人
に
教
わ
っ

た
り
し
て
、
知
識
と
し
て
身
に
付
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら

自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
技
術
は
、
多
様
な
現

場
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
強
い
味
方
に

な
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も
、
現
場
で
困
る
こ

と
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
は
、
何
が
い

け
な
か
っ
た
か
を
シ
ン
プ
ル
に
考
え
る
こ
と
で
、

理
由
が
わ
か
り
、
解
決
策
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
シ
ン
プ
ル
・
イ
ズ
・

ベ
ス
ト
で
す
。

業
も
、「
必
要
な
も
の
を
導
入
す
る
」か
、「
不
要
な

も
の
を
除
去
す
る
」か
の
ど
ち
ら
か
で
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、
複
雑
そ
う

に
見
え
る
多
様
な
施
業
も
、
本
質
は
と
て
も
シ

ン
プ
ル
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま

す
。

●
押
さ
え
て
お
く
べ
き
四
つ
の
原
則

　

シ
ン
プ
ル
に
考
え
る
第
一
歩
は
、
対
象
が
樹

木
と
い
う
生
き
物
で
あ
り
、
森
林
は
生
き
物
の

集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
起
き
て
い
る
様
々
な
現
象
は
、
科

学（
生
物
学
や
生
態
学
な
ど
）に
よ
っ
て
説
明
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
も
っ

と
も
基
本
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
す
。

　
「
必
要
な
も
の
を
導
入
す
る
」と
い
う
の
は
、

更
新
の
場
面
で
す
。
そ
こ
で
押
さ
え
る
べ
き
科

学
的
知
見
の
大
原
則
は
、
①
森
林
が
撹
乱
を
受

け
な
け
れ
ば
更
新
は
始
ま
ら
な
い
、
②
更
新
材

料
が
な
け
れ
ば
更
新
は
で
き
な
い
、
と
い
う
二

つ
で
す
。
更
新
さ
せ
た
い
種
の
更
新
材
料（
種
子

●
多
様
な
施
業
は
難
し
い
か

　

長
伐
期
施
業
、
択
伐
林
施
業
、
広
葉
樹
の
森

づ
く
り
、
針
広
混
交
林
化
、
広
葉
樹
林
化
、
水

源
の
森
づ
く
り
、
天
然
力
を
活
用
し
た
更
新
、

複
層
林
施
業
、
将
来
木
施
業
。
こ
れ
ら
は
、
最

近
に
関
わ
っ
た
研
修
や
技
術
相
談
の
テ
ー
マ
で

す
。
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・

カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
に
よ
る
短
伐
期
人
工

林
施
業
を
直
球
と
す
れ
ば
、
変
化
球
の
投
げ
方

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

確
か
に
、
多
く
の
人
は
こ
れ
ら
の
変
化
球
を

投
げ
た
こ
と
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し

か
し
た
ら
、
投
げ
て
み
た
も
の
の
暴
投
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
経
験
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
か
、
こ
う
し
た
施
業
は
難
し
い
、
そ

の
技
術
は
職
人
技
だ
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。

　

本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
な
く
て
も
、
育
て

よ
う
と
す
る
の
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
同
じ
樹
木

で
あ
り
、
同
じ
森
林
で
す
。
や
ろ
う
と
す
る
作

や
萌
芽
可
能
な
株
）が
現
地
に
あ
れ
ば
天
然
更
新

が
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
な
け
れ
ば
植
栽

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
す
。

そ
も
そ
も
、
更
新
が
は
じ
ま
る
よ
う
な
撹
乱
が

な
け
れ
ば
、
ま
だ
更
新
を
考
え
る
段
階
に
な
い

こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

　
「
不
要
な
も
の
を
除
去
す
る
」と
い
う
の
は
、

保
育
の
た
め
の
技
術
で
す
。
そ
の
と
き
押
さ
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
原
則
は
、
③
光

条
件
が
十
分
で
な
け
れ
ば
樹
木
は
上
長
成
長（
樹

高
成
長
）で
き
な
い
、
④
十
分
な
着
葉
量
が
な
け

れ
ば
樹
木
は
肥
大
成
長
で
き
な
い
、
と
い
う
二

点
で
す
。
育
て
た
い
個
体
を
育
て
る
た
め
に
は

な
に
を
す
れ
ば
よ
い
か
は
、
こ
れ
ら
の
原
則
か

ら
み
れ
ば
簡
単
に
わ
か
り
ま
す
。
上
長
成
長
が

不
十
分
な
ら
、
そ
の
個
体
の
樹
冠
に
光
が
当
た

る
よ
う
、
上
方
に
あ
る
樹
冠
を
除
去
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
十
分
な
着
葉
量
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
樹
冠
に
光
が
当
た
る
よ
う
に
す
る
と

同
時
に
、
樹
冠
の
拡
張（
枝
の
伸
長
成
長
）を
邪

魔
す
る
競
合
樹
冠
を
除
去
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
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森
林
研
究
所
●
臼
田 

寿
生

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

山
地
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

　
　
　
　
　
　木
材
生
産
の
た
め
に

こ
り
や
す
い
か
否
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
視
点
を
整
理
す
る
と
図
１
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
保
全
対
象
へ
土
砂
が
到
達

す
る
恐
れ
が
あ
る
危
険
度
１
位
と
２
位
の
箇
所

で
は
、
崩
壊
が
発
生
す
る
と
、
人
命
に
か
か
わ

る
被
害
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
が

必
要
で
す
。
特
に
危
険
度
１
位
の
箇
所
は
、
土

砂
移
動
も
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
基
本
的
に
路

網
の
作
設
や
皆
伐
な
ど
の
集
団
的
な
伐
採
は
不

向
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
木

材
生
産
を
行
う
森
林
は
、
危
険
度
４
位
の
箇
所

を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

保
全
対
象
に
土
砂
が
到
達
す
る

恐
れ
が
あ
る
斜
面
の
抽
出

　
全
国
各
地
の
土
石
流
発
生
箇
所
を
調
査
し
た

資
料
※
３

に
よ
る
と
、
流
木
を
含
ん
だ
土
砂
は

下
流
２
㎞
程
度
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
基
本
的
に
は
、
崩

土
は
、
土
石
流
化
に
よ
り
、
下
流
２
㎞
程
度
ま

で
到
達
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
崩
土
が
保
全
対
象
へ
到
達
す
る
箇
所

を
斜
面
単
位
で
判
断
し
た
い
場
合
に
は
、
過
去

の
研
究
で
提
唱
さ
れ
た
崩
土
の
到
達
距
離
を
推

定
す
る
式
か
ら
リ
ス
ク
が
高
い
斜
面
を
抽
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す（
図
２
）。図
２
の
例
で
は
、

紫
色
に
塗
ら
れ
た
斜
面
で
崩
壊
が
発
生
す
る

と
、
保
全
対
象
で
あ
る
建
築
物
へ
土
砂
が
到
達

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

図
は
、
机
上
の
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
作
成
さ

れ
て
お
り
、
実
際
の
災
害
発
生
時
と
は
異
な
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
現
地
の
情
報
も
考
慮
し

対
象
へ
の
加
害
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
事
業
地
選
定
の
際
に
は
、
斜

面
崩
壊
が
発
生
し
た
場
合
に
人
家
な
ど
の
保
全

対
象
へ
土
砂
が
到
達
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
２
つ
目
の
視
点
は
、「
山
地
の
崩
壊
リ
ス
ク
」

で
す
。
斜
面
崩
壊
は
、
水
が
集
ま
り
や
す
く
、

地
盤
が
風
化
し
た
傾
斜
地
で
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
図
や
現
地
の
情
報
を

手
掛
か
り
に
、
対
象
の
森
林
で
土
砂
移
動
が
起

は
じ
め
に

　
木
材
生
産
の
基
盤
と
な
る
路
網
を
作
設
す
る

際
に
は
、
地
形
の
改
変
を
伴
う
た
め
、
場
所
の

選
定
や
作
設
方
法
を
誤
る
と
、
斜
面
崩
壊
な
ど

の
山
地
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
皆
伐
な
ど
の
集
団
的
な
伐
採
に
つ

い
て
も
、
根
系
が
有
す
る
斜
面
の
崩
壊
防
止
機

能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
地
形
条
件
に

よ
っ
て
は
、
山
地
災
害
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
材
生
産
を
行
う
際
に

は
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
に
対
し
て
十
分
な
配
慮

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
所
で
は
、
国
の
研
究
機
関
や
大

学
等
と
連
携
し
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し

た
木
材
生
産
を
支
援
す
る
た
め
の
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

木
材
生
産
に
お
け
る

災
害
リ
ス
ク
の
考
え
方

　
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
木
材
生
産
を
行
う

た
め
に
は
、
次
の
２
つ
の
視
点
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
保
全
対
象
と
の
位
置
関
係
」
で

す
。
木
材
生
産
活
動
に
伴
い
、
万
が
一
、
斜
面

崩
壊
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
人
家
等
の
保
全

な
が
ら
木
材
生
産
を
行
う
場
所
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
木
材
生
産
に
適
し
た
森
林
を
選
定
す
る
際
に

は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
山
地

災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
木
材
生
産

活
動
に
伴
う
山
地
災
害
の
ほ
と
ん
ど
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
当
所
で
は
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

木
材
生
産
に
関
す
る
技
術
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
３
「
平
成
26
年
度
流
域
山
地
災
害
等
対
策
調
査
（
流
木
災
害
対

策
手
法
検
討
調
査
）
委
託
事
業
報
告
書
」（
林
野
庁
）

図２. 保全対象配慮範囲図の例

図１. 災害リスクの概念図

※１：縦軸の交点は傾斜30度以上の危険地形が崩れやすいことを考慮し、現地の状況等から判断
※２：横軸の交点は土石流が下流約２kmまで到達することを考慮し、現地の状況等から判断

崩土が保全対象に到達する範囲
※森脇（1987）の式による

（平均式と下限式の併用）

建築物
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普及コーナー

郡上森林マネジメント協議会（仮称）
設立に向けた普及活動

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
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郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

■郡上農林事務所　林業普及指導員　和田 将也

　

郡
上
市
は
、
岐
阜
県
の
中
央
部
に
位
置

し
、
管
内
森
林
面
積
92
千
ha
の
ほ
と
ん
ど
が

民
有
林
で
、
そ
の
う
ち
53
％
に
あ
た
る
49
千

ha
が
人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
郡
上
市
が
中
心
と
な
っ
て
設
立

を
目
指
し
て
い
る「
郡
上
森
林
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
協
議
会（
仮
称
）」（
以
下「
協
議
会
」）の
設

立
に
向
け
た
取
り
組
み
と
地
域
が
目
指
す

新
し
い
森
林
管
理
の
仕
組
み
づ
く
り
を
中

心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

環
境
保
全
と
木
材
生
産
の
両
立
を

　
目
指
し
た
郡
上
の
山
づ
く
り

　

郡
上
地
域
で
は
、
平
成
27
年
9
月
に
稼
働

し
た
大
型
製
材
工
場
に
向
け
て
木
材
を
安

定
供
給
す
る
た
め
、
森
林
経
営
計
画
団
地
を

来
、
初
め
の
計
画
期
間（
５
年
間
）が
経
過
し

ま
し
た
が
、
一
部
の
森
林
所
有
者
や
林
業
事

業
者
か
ら
は「
森
林
経
営
計
画
を
立
て
た
け

ど
、
実
行
管
理
が
で
き
な
い
の
で
２
回
目
の

計
画
は
立
て
ら
れ
な
い
」な
ど
の
切
実
な
意

見
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
森
林
を
一
元
管
理
す
る
新
し
い

仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
声
が
郡

上
市
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
等
を
通
じ
て

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
度
一
年
間
か

け
て
こ
れ
か
ら
の
森
林
管
理
の
仕
組
み
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

現
在
の
取
り
組
み

　

平
成
31
年
4
月
に
新
た
に
森
林
経
営
管

中
心
に
市
内
の
林
業
事
業
者
が
木
材
生
産

を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
主
伐
・
再

造
林
の
取
り
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
近
年
は
集
中
豪
雨

な
ど
で
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
森
林
・
林
業
関
係
者
は
森
林
資
源
の

利
用
を
行
い
な
が
ら
公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
を
図
る
こ
と
を
今
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
郡
上
市
で
は
林
業
事
業
者
へ
の

皆
伐
事
前
指
導
、
危
険
地
形
を
把
握
し
災
害

リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
研
修
会
な

ど
を
開
催
し
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全
で
実

り
豊
か
な
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
仕
組
み
構
築
の
必
要
性

　

当
地
域
で
は
、
管
内
民
有
林
面
積
89
千
ha

の
20
％
に
あ
た
る
18
千
ha
で
森
林
経
営
計

画
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
森
林

経
営
計
画
の
作
成
面
積
を
増
や
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
傾
斜
区
分
図
及
び
ゾ
ー
ニ
ン
グ

図
面
と
森
林
経
営
計
画
作
成
位
置
図
を
重

ね
て
み
る
と
、
傾
斜
が
緩
く
林
道
か
ら
近

い
な
ど
条
件
の
よ
い
森
林
で
は
一
定
間
隔

を
置
い
て
繰
り
返
し
森
林
経
営
計
画
を
作

成
し
森
林
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

急
傾
斜
の
森
林
で
は
計
画
が
あ
ま
り
立
っ

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
計
画
制
度
の
開
始
以

▲林業事業者を対象とした危険地形把握のための研修会

▲地域関係者に対する協議会の説明
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郡上森林マネジメント協議会（仮称）
設立に向けた普及活動
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郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

■郡上農林事務所　林業普及指導員　和田 将也

シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

協
議
会
が
担
う

　
新
た
な
森
林
管
理
の
取
り
組
み

　

前
述
し
た
森
林
経
営
計
画
の
作
成
に
向

け
た
集
約
化
が
進
ま
な
い
根
本
的
な
原
因

の
一
つ
に
、
所
有
者
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、

所
有
界
が
分
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
両

方
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
集
約
化
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
郡
上
市
や
郡
上
農
林
事
務
所
と

し
て
は
、
協
議
会
の
最
優
先
の
取
り
組
み
と

し
て
境
界
明
確
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
郡
上
市
は
森
林
経
営
管
理
制
度
に

お
い
て
、
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

境
界
明
確
化
や
意
向
調
査
に
つ
い
て
は
、

郡
上
市
か
ら
の
委
託
事
業
に
よ
る
方
式
を

検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
２
つ
の
事
業
が
協

議
会
の
当
面
の
業
務
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
協
議
会
の
機
能
と
し
て
、
森

林
経
営
計
画
の
作
成
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、
市
が
収
集
し
た
森
林
・
境
界
・

所
有
者
情
報
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
を
通
じ

て
既
に
森
林
経
営
計
画
を
作
成
し
て
い
る

林
業
事
業
者
等
へ
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と

で
提
供
し
、
森
林
経
営
計
画
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　

協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
新
た
な

域
関
係
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
協
議
会
業

務
の
執
行
体
制
及
び
執
行
方
法
の
検
討
を

進
め
、
平
成
31
年
2
月
の
設
立
と
同
年
4
月

か
ら
の
業
務
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

協
議
会
は
、
地
域
関
係
者
と
行
政
が
連
携

し
て
取
り
組
む
郡
上
地
域
の
新
し
い
森
林

管
理
の
仕
組
み
な
の
で
、
市
民
及
び
森
林
所

有
者
や
地
域
の
森
林
・
林
業
・
木
材
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
丁
寧
に
説
明
し
、
将
来
を
見
据

え
た
郡
上
地
域
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

の
発
展
の
た
め
、
引
き
続
き
オ
ー
ル
郡
上
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
制
度
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
森
林
環
境
譲
与

税（
仮
称
）の
開
始
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
郡
上
市
で
は
こ
の
新
た
な
制
度
を
活
用

し
て
市
内
の
森
林
管
理
体
制
を
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
く
た
め
、
平
成
30
年
度
中
に
地

域
の
森
林
を
一
元
管
理
す
る
た
め
の
協
議

会
の
設
立
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
を
は
じ

め
、
森
林
組
合
、
林
業
事
業
者
、
木
材
事
業

者
、
郡
上
市
役
所
、
郡
上
農
林
事
務
所
で
構

成
す
る
検
討
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
協
議

会
の
仕
組
み
に
つ
い
て
日
夜
熱
い
議
論
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ

ル
事
業（
以
下「
モ
デ
ル
事
業
」）に
地
域
関

係
者
の
意
見
を
集
約
し
事
業
提
案
し
た
結

果
、
郡
上
地
域
が
選
定
さ
れ
、
平
成
30
年
度

か
ら
の
５
年
間
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
の
主
な
取
り
組
み
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

•
正
確
な
森
林
資
源
を
把
握
す
る
た
め
の

高
精
度
森
林
情
報
の
整
備
と
活
用
。

•
伐
採
情
報
の
管
理
や
労
務
管
理
の
省
力

化
を
目
指
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端
末

と
森
林
ク
ラ
ウ
ド
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
構
築
。

•
市
内
外
の
林
業
事
業
者
、
運
送
業
者
、
製

材
工
場
等
と
の
伐
採
情
報
の
共
有
を
目
指

し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

森
林
管
理
と
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
併
せ
て
進
め
る

こ
と
で
、
各
林
業
事
業
者
の
管
理
部
門
に
お

け
る
経
費
の
削
減
が
可
能
と
な
り
、
結
果
的

に
森
林
・
林
業
・
木
材
関
係
者
の
所
得
向
上

や
森
林
所
有
者
へ
の
還
元
額
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
、
協
議
会
を
中

心
と
し
た
地
域
の
仕
組
み
の
構
築
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
は
、
先
進
事
例
の
調
査
・
研
究
や
地

▲モデル事業で提案した協議会の構想案

▲伐採及び植栽事業者間の連携で進みつつある主伐・再造林
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　１１月号では東海自然歩道を紹介しました。今月号は岐阜県にあるもう１つの自然歩道「中部北陸自然歩道」を紹介
します。
　中部北陸自然歩道は、新潟県から滋賀県まで８県にまたがる旧街道の北国街道、三国街道、中山道をメインルートと
した総延長４，０２９ｋｍの長距離自然歩道で、平成７年から１３年にかけて関係県等が国の計画に基づき整備したも
のです。
　岐阜県内は１１市町村、約３７８ｋｍにわたり、御嵩町～白川村（旧益田街道～越中街道）、高山市（木曽街道）、恵那
市～中津川市（中山道）の３ルートをメインとして、１日単位で歩くことのできる２６のコースを紹介しています。
　コースの一例を挙げると、天生湿原とブナ原生林のみち（約９ｋｍ、飛騨市）、飛騨ブリ街道と飛騨桃のみち（約８
ｋｍ、高山市）、益田街道禅昌寺を訪ねるみち（約１０ｋｍ、下呂市）、森蘭
丸の里めぐりのみち（約４ｋｍ、可児市）、藤村をしのぶ文学と歴史のみち
（約４ｋｍ、中津川市）など、いずれも「清流の国ぎふ」の魅力を実感でき
るコースです。
　県では安全にご利用いただくため、市町村と連携したパトロールや草
刈、清掃、歩道の危険箇所や老朽化した標識の補修等を行っています。
　各コースの詳細はインターネットで「岐阜県　中部北陸自然歩道」と検
索すると県のホームページに一覧表を掲載しています。無理のないスケ
ジュールを組んでいただき、手軽に楽しく歩いて、県内各地の自然、歴史、
文化を再発見してみてはいかがでしょうか。

【環境企画課　大島 愛彦】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272 １ー１１１（内線２６９８） 環境企画課自然公園係まで

中 部 北 陸 自 然 歩 道 の 紹 介

椛の湖そばの花（中津川市坂下）

　平成３０年１０月３日に国立オリンピック記念青少年総合センターに
て、第５８回治山研究発表会（主催：治山研究会、事務局：林野庁治山
課）が開催されました。治山研究発表会は、治山事業の発展に資するこ
とを目的に、全国の治山事業関係者が集い、日頃から研究してきた技術
研究等の成果を発表する場です。今回の発表会では４部門、全４８項の
発表があり、岐阜県からは「調査・施工時の効率性向上を目指した取
組」部門で「ドローンを活用した写真測量による地形変化の把握（飛騨
農林事務所）」を発表しました。この部門における研究成果の大半が、
治山事業におけるドローンや航空レーザ測量の活用に関連した内容で
した。
　この発表会が県内治山事業関係者の励みとなり、これからも治山事
業の発展のため研鑽されることを期待します。

第58回治山研究発表会に参加しました。

【治山課　萬谷 亘哉】 ●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（3167）治山課まで

写真－１　岐阜県代表の発表

写真－２　パネル展示
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国
有
林
の
現
場
か
ら

未
利
用
材（
Ｄ
材
）の
利
用
拡
大
に
む
け
た

現
地
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

26

1月1日発行
イベント情報

わがまちの森林・環境行政（25）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（161）
●山のおじゃまむし（330）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（73）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（71）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　数年前から登山を始めました。
　とはいっても、標高の高い山への登山は年1回程度です。始めたきっかけは、職場の同僚
から送られてきた綺麗な写真を見て「登りたい！」と思ったところからです。
　ある程度の装備は揃っていたので気軽に始めることができ、日頃はジョギングもしている

ことからトレーニングの一環としてもよいのではと考えました。
　空木岳・笠ケ岳・北岳・涸沢と、毎回どの景色も自然の雄大さ・美しさを実感でき、道中の同僚との会話や
食事を楽しみながら登っていて、来年はどの山に登ろうか考えるのが楽しみです。
　ですが、残念なことに最近、山を見ると太陽光発電のパネルが多くみられ、景観が損なわれています。環
境にやさしい再生可能エネルギーで「エコ」なのかもしれませんが、個人的には人間の「エゴ」なのではと感
じています。近い将来にパネルが負の産物とならないようにしてほしいものです。

「森林のたより」編集委員　長谷部 達也

森林・林業関係イベントカレンダー（12～2月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

6日　学科　森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
7日　実技　岐阜県森連岐阜支所（関市倉知字物見山）

（学科）伊自良中央公民館（山県市大門912-1）
（実技）ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田127-5）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

木材加工用機械
作業主任者技能講習

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェンソー
作業従事者特別教育

造林作業の指揮者等
安全衛生教育

リスクアセスメント
担当者安全衛生教育

12月3日㈪

1月11日㈮

1月16日㈬～
1月17日㈭

2月5日㈫

1月22日㈫～
1月23日㈬

2月6日㈬～
2月7日㈭

2月19日㈫～
2月22日㈮

●講習時間：学科　 9:20～15:30
　　　　　  実技　15:30～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：8:50～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,000円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：16日～17日　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,280円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：22日（林業）　 9:20～16:30
　　　　　  23日（製造業） 9:20～16:30
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：11,800円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 9:30～15:30　学科
　　　　　  15:30～16:30　実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：6日　学科　8:30～17:40
　　　　　  7日　実技　8:30～1７:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：1日目　 8:30～16:30　学科
　　　　　　　　　16:30～17:30　学科試験
　　　　2～4日目　 8:30～1７:30　実技試験
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

フォークリフト
運転技能講習

自動車普通運転免許
所持者

【受講資格】

「登山」

1月号
予定

　
国
有
林
で
は
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
や
、
再
造
林
時
の
地
拵
コ
ス

ト
の
低
減
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
林
地
に
残
置
さ
れ
て
い
た
枝
条
・
端

材
等
の
未
利
用
材
（
Ｄ
材
）
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

般
、
岐
阜
森
林
管
理
署
の
主
催
に
よ
り
、
管
内
の
生
産
請
負
事
業
体
お

よ
び
地
域
の
立
木
販
売
業
者
等
を
対
象
に
、
Ｄ
材
の
搬
出
や
流
通
等
に

つ
い
て
の
現
地
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
勉
強
会
で
は
、
岐
阜
県
瑞
穂
市
で

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
を
運
営

し
て
い
る
（
株
）
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ナ

ジ
ー
東
海
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ

プ
集
荷
業
者
で
あ
る
（
有
）
エ
コ

ヤ
ー
ド
ギ
フ
か
ら
も
参
加
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
自
由

闊
達
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
勉
強
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
の
う
ち
共
通
し
た
も

の
と
し
て
「
事
前
調
整
が
非
常
に
大

切
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
未
利
用
と
な
っ
て
い
た

枝
条
・
端
材
等
の
集
材
・
出
荷
行
程
は
、
既
存
の
作
業
シ
ス
テ
ム
に
は

当
然
な
が
ら
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
出
材
や
運

材
等
の
関
係
者
と
事
前
に
入
念
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
必
要

が
あ
る
こ
と
は
自
明
で
す
。
今
回
の
勉
強
会
で
は
、
「
中
間
土
場
等
、

林
道
に
隣
接
し
た
広
め
の
土
場
に
集
積
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
Ｄ
材
集

荷
業
者
側
の
意
見
と
、
「
小
ま
め
に
取
り
に
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
生

産
事
業
体
側
の
様
々
な
意
見
が
双
方
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
率
直
な
意
見
を
、
腹
を
割
っ
て
出
し
合
い
、
「
出
来
る
こ
と
」

「
出
来
な
い
こ
と
」
の
摺
り
合
わ
せ
を
事
前
に
し
っ
か
り
詰
め
て
お
く

こ
と
が
、
未
利
用
材
の
利
用
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
の
１

つ
と
考
え
ま
す
。

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

地域の人
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 10月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

317

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（10月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

61,000

61,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ並材太物（50cm上～）3ｍ需要あり、ヒノキ2ｍ元曲がりは売りづ
らく造材の再検討を。合板向けスギ・ヒノキと製紙パルプ向け広葉樹原
木を予定される方は、納材規格変更となっており共販所担当者まで一報
ください。（岐阜）

　スギ元玉良材の引き合いが強く旺盛。ヒメコ元木太物が人気だが中目
クラスは元気なし。広葉樹良材は相変わらず人気で、ホウ、サクラ、ミズ
メ、マクルミが強気。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材））２ｍ・３ｍ・４ｍ・６ｍ
は、応札多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい、６ｍ
（16～20cm）価格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札多
くやや高値、二番玉並材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、欠
点材は売りにくい。（東濃）　

１１月８日　第６回ぎふ優良材展（記念市）を開催
全般的に、価格はやや上向き、良質材への入札は活発

【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

2,000

2,630

木造軸組工法（在来工法）の住宅に用いる接合金物で、（公財）日本住宅・木
材技術センターが規格化したもの。住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）仕
様書では、Zマーク表示金物またはそれと同等以上の金物の使用が定められ
ています。 

Ｚマーク金物

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1674回

11月6日

11月7日

11月8日

岐
阜
共
販
所

第1250回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

6ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

17,000
25,000
－
－
－
－
－
－
－
－
－

36,500
－
－

25,600
75,000
－
－
－
－

22,000
－

23,000
13,400
18,000
50,000
40,000
40,000

120,000
－

55,000
330,000
340,000

－
－

12,500
11,700
13,800
13,000
12,000
13,000
17,200
15,300
17,500
18,000
16,000
23,000
12,000
11,500
11,000
19,500
18,000
15,500
16,000
26,000
9,000
9,000

12,000
13,000
22,000
18,000
12,900
13,000
13,800
17,600
14,900
19,500
9,000

15,700
21,000
27,000
7,000
9,000

第1582回

東
濃
共
販
所
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